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F 5　　中学生の戴経ミシンによう経製作業にっいて一電動ﾐｼvとむCみミシン便ffl・刄4-
　　　　京脚無賃大　〇増田久子

　　　　帝固す子瓦　　肩水，歌

　目的　演老らはさき1',ふ学生を対象として, 亀動ミシンとえぶみミシxを懐用して。

糸をつけないで４線経いを行わ世う調査を行へその総長，ふ学殖の象叙埓-c-は。電動ミ

シンを用いて学習さ七ろことが，児童のミシン儒用能力の観き,から濃切T-ゐやという締倫

を得て，tでに報告しこi／タフ9)。中学報において＼i, 複眼学習の教異と。しマ足,iごみミシ

ン左ｲ秀用して指灘レ，学習戎果左あボていうとこうぞ)あうと聞へ　そこで≒今回nこの結

諭が中学生に占当てはめうれうかどうか-a検討-t ろ↑めに，中学生色対象と｡して。前回と

同様に, 電動ミシンと足ぷみミシンを用い乙糸をつ'ﾅTx ＼-X-直線縫ｙ､ヽ１行わ忿う調査1

行い，作業の業態ヒ作品の善乳点｡ヵ四々新左行-. すの-z-報告する。
　方茲　調査対象は京聊教賃大嘗附属桁ム中学雅のI 年生男々総教/Z3^，調査時翻はHS

和万年夕月，作業は，白色ギャラj (絃x 好om )を2 ワ折りにし, るunの直線巻3本引いTこ

ぞ)<7>-k用い，ぶシン針は/ぶ番，針目はSynTtとして，糸をフげないで味わ池tて。
　結集　作業状態・主絡ものにっいT に足ぶみ$シンフ"･も睡い始めに主回転せすスム

ーズに動き飲七ろ老|衣ﾜ,忿刄で｀小学生よ')きいが，申と足とのタイぶンブが合。ていll 老

(約2よ7.八経い斜りに主席玄調豹できる嶺(約が剥は少uい. 電動ミシンて■■＼も　コント

a ーラのふみ忿叫経。柏めI'調節できう洵n約お% , 睡ヤ腿いに調斡-zヽき否死･-i約z/7.

であ気作品にワいマ床鵬･ .掃t 力にゑ昧のひい芒)のは, 覧動ミシンT･は約35 7". 足^ぐ

みぶシンzヽは約μ% であ'}, 肩鶯秀はみられTJい。なあ／3 ヒんどの禰E I:っい■z, 男予
彰はあうとnい乞丁ふい。

F 6 ﾉ‘いヤタ蔵寂庭科にお,リ綿]｀‘y影f. 作ゐりる一貫性1曜
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　旨匈．ﾉけ農参加籾vi 甲ぎ蔵叛邨家おれﾌﾟは,主にや販の倉肩（和を声エする方城

で生名臼回゛な擾能･採僻ε劉ド

料のなヽ汗万を理解しな･りｊ

醤
･習が行わ武てぃゐことがや叱思われ３，喫奮・塩甕が料のなヽ汗万を理解しな･り3 ぎ習が行わ武てぃゐことがや叱思わin;5，

肩癖の;sソ回;を学^レr-xゴ政爺■ 技笥の習付れ作品つ< ･;向学応･･＼リぴ僻のなソ回をぎ^むr-エで'政爺■ 技笥の￥付と作品つくリ丙i)り･^'i ならば，一層*

恪的なぎりこなt考えパシれゐ・lこt, 被mの知
泌雅がヽφ作品フ< リ?での一貫桂りある観材ぎ検討する．ここごは，最ﾙpiM^な綿i t り

あげ｀，綿1;截堵レ, 奮? 紡ダ. 捨り，安部，作品1;仕1ﾆげ｀るまでの}g匯の申で，着の且具

t記丿忙よ‰牝馬瑠坦驚男魏ぶま
今った作品ヤフく^教肩h考えてみる・
　方埴.（^綿の栽培（畑り準備，雌埓，茸草, 淳取しの衆iμぐ準燥（繰丿，打残
像）, の衆%屁ぐけ孤り，助辞軋余季，引j!刃1 g奪車のソA-f 動物£－μ刹用λ

＠衆s庫ず，吏める，R繊i陣場（驀こ港く，尽i聖，よこ幻，<^縞る（ボ≒リレ枇，堅
渦.Å梓），＠裴＆）名U
謳木，μ剤の工犬ハR作品バ
ター，壁が｀ヴなどハRその他C埓f肩ci,耀木，しし* ﾌ，ス-Tツプフグ，帰島発表八
　結^, 3）～（2）のぎ習削猿減で,肩料のrs ﾘｰぢ？道具の意義が理解2あ．殉のス知乱
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